
RFIDを利用した服薬管理と見守りサービス 

RFIDとRFタグ薬包を利用した服
薬管理と、遠隔地の見守りサービス
として期待 

・RFIDでRFタグ薬包を常時読み取ることで服薬
状況を管理 
・クラウドで管理することで、遠隔地からの見守り
サービスとして期待 

RFID技術により、大量のRFタグ付
き薬包を一括読み取り 

RFタグ付き薬包を箱から取り出すこ
とで服用と判断 

iPadで服薬状況をリアルタイムに把
握でき、またクラウド上でモニタリング
することで見守りサービスとしても期
待 

詳しくはこちら 

製品情報 

参考出展 

通信機能付き薬箱 【参考出品】 
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